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論文内容の要旨

本論文は操縦運動する船に作用する諸流体力，特に船体と舵とプロペラの相互干渉にもとづく流体力

の表現万法について研究し，その成果の上に船舶の操縦性能を水槽実験から推定する手JI国を提案するも

ので 6 章から成っている。

第 1 章緒論は問題の背景，沿革，定式化を述べている。第 2 章では従来の操縦流体力の表現モデソレ中

でも特にその有用性を認められている船型要素分離型モデノレを詳しく考察し，多くの分析的実験にもと

づいて船体と舵とプロペラの相E干渉に関し多くの問題点が残っている乙とを指摘している。第 3 章は

乙れを受けて上記干渉を精度良く表現する数学モデlレを考案，提示している。乙れを要するに舵へ流入

する流れの流速と流向に対する船体形状と船全体の運動の影響並びにプロペラ後流の影響を正しく評価

する方法を作る乙とである。そのための実験手段として試験水槽に設置された XY 曳引車の制御によっ

て模型船に所定の運動曲率，横流れ角，曳引速力を与える装置を開発，使用している。第 4 章では若干

の実用船型について本論文の万法で操縦性予測計算を行ない，同船型模型の無線操縦航走実験結果と比

較して満足できる一致を見た乙とを述べている。第 5 章では実船の操縦運動を予測するために開発した，

流体力の尺度効果の修正法を述べている。乙の方法を実船の運動の予測に適用したと乙ろ，実船実験結

果に良い一致を見て，乙の修正法が妥当である乙とが確認された乙とを述べている。第 6 章では本研究

で得られた主要な結論を総括して論じている。
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論文の審査結果の要旨

船型試験水槽における模型実験から船の操縦性能を推定するに当って拘束模型の万法と呼ばれる手法

がある。模型船に所定の旋回角速度，前進並びに横滑りの速度を与えて曳航し，模型船に作用する水の

抵抗，横抵抗，回頭モーメントを測定する。その結果から，船の運動の各万向分速度の函数の形で上記

流体力の各成分を表現する式を求め，これを運動万程式に代入すると，任意の操舵に対する船の運動を

計算する方程式が得られる。

乙の万法において問題となるのは，上記流体力の表現式，所謂流体力の数学モデルとしてし、かなる型

式が妥当であるか，またそのモデノレに含まれる諸係数の決定法如何である。乙の問題に関しては既に相

当多量の研究結果があるが，未だに決定版が無い。特に旋回角速度と横滑りをもって運動する船体後部

の複雑な流場中で作動するプロペラの挙動，そのプロペラから流出する水流中でミ作動する舵に働く力の

表現に関して明らかで、ない。

本論文は試験水槽にまたがる天井クレーン型の曳引車を縦横二方向に精密に制御し，さらに乙れに曳

引される模型船の船首万位も連動させて制御するシステムを開発，使用する乙とによって，上記の船体，

舵，プロペラの相互干渉の効果を調査するための分析的実験を行ない，乙の点を明らかにしている。

乙の知見にもとづき上記干渉効果を正しく表現する流体力数学モデルを導き，乙れを使って模型船，

さらには実船の操縦運動を予測計算し，実測された運動と比較してよい一致を与える乙とを示している。

以上のように本論文は船の操縦性能推定についての大きな問題点を解決し，信頼性の高い推定に途を

開いたもので船体運動力学上でも，また船舶計画の実用面でも寄与する所が大きい。よって本論文は博

士論文として価値あるものと認める。
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